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おじいちゃん　

おばあちゃん

見てください

西大枝 季節 保育 所では 、７月３日「お 年寄りと園 児

の交歓会」が開かれまし た。地区のおじ いちゃん 、お

ばあちゃんを招いて一緒に歌ったり 、おゆうぎの披露

です。一生懸命に練習し たおかげで 、大変 上手にでき

まし た。おじ いちゃん 、おばあちゃんも可愛らし い姿

に目を細めながら 、惜し みない拍手を送っていました。



国
見
町
消
防
団
定
期
点
検

訓
練
の
成
果
を
披
露

消
防
精
神
に
徼
し
た
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
、
国
見
町
消
防
団
定
期
点
検
が
六
月

十
三
日
、
藤
田
小
校
庭
等
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
観
閲
よ
り
始
ま
り
、
通
常
点
検
・
機
械

器
具
点
検
。
各
種
馴
練
、
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
訓
練
を
通
し
、
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
の
旺
盛
な
士
気
と
、
規
律
あ
る
訓
練
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

午

前
七

時
定

期
点
検

招
集

の
半

鐘

を
合

図

に
、
九

時
国
見

町
消

防
団

員

が
藤

田
商

店
街

に
整
列

。
総

監

・
冨

水
国

見
町

艮
を

先
頭

に
高
橋

団
長

外

幹
部

、
町

議
会

議
貝

が
十

四
台
の

消

防

ポ
ン

プ
車

に
分
乗

し
町
消

防
団

令

五

分
団
を

閲
団

し
ま

す
。
そ

の

後
。

団
貝

は
ラ

ッ
パ

隊
、

消
防
団

旗

を
先

頭

に
藤
田

小
ま

で
整
然

と
行

進
で

す
。

藤

田
小

校

庭
に
集

結
す

る
と

、
出

動
人

員

と
車
両

報
告

が
な

さ
れ
ま

す
。

高

橋
団

長
の

訓
示
の

後
に

行
わ

れ
た

開
会

式

で
は

、
参
加

二
百

十
二

名
を

前

に
総

監
の
冨

水
町

長
は

「
昨
年

八

月

の
豪

雨
の

折
に
は

我
が

身
の

危
険

を

順
み

ず
、
不

眠
不

休
で

水
防

活
助

に

ご
尽

力

い
た
だ
き

感
謝

申
し

上
げ

ま

す
。
地

域
住

民
の

生
命

、
身
体

と
財

産

を
守

る
と

い
う
崇

高
な

任
務

を
自

覚
さ
れ

、
使
命

感

を
も
っ

て
消

防
活

助

に
一

層
ご

精
励

い
た
だ

き
ま

す
よ

う
切
望

し
ま

す
。
」
と
訓
示

し
ま

し
た

。

引
き
続
い
て
各
種
表
彰
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
身
な
り
を
確
認
す
る
通
常

点
検
や
ポ
ン
プ
自
動
雎
な
ど
の
槻
械

器
具
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
を

思
わ
せ
る
炎
天
下
の
下
、
令
凡
分
団

を
二
中
隊
に
編
成
し
て
の
各
個
訓
練
、

小
隊
馴
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
二
分

団
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
も
、
き
び
き

び
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

点
検
を
締
め
く
く
り
、
総
監
冨
永

町
艮
は
「
皆
さ
ん
の
旺
盛
な
志
気
が

遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
。
消
防
団
に
対

す
る
信
頼
を
一
層
深
め
ま
し
た
」
と

の
講
評
。
巌
後
に
商
橋
団
艮
は
「
昨

年
（

月
末
豪
雨
に
見
ら
れ
る
よ
う
、

各
種
災
害
は
多
様
化
し
、
大
規
模
化

し
て
お
り
、
消
防
団
の
役
割
も
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
町
民
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
団
員
一
一
六
四



名
が
一
体
と
な
り
、
一
・
層
励
ん
で
行

く
。
」
と
誓
い
、
定
期
点
検
は
平
成
の

火
消
し
た
ち
の
意
気
込
み
を
披
露
し
、

柊
ｙ
ｔ
し
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
の
消
防
活
動

消
防
団
只
は
、
火
災
・
災
害
時
に

備
え
て
、
日
夜
訓
練
を
重
ね
て
い
ま

す
。
日
中
は
各
聞
員
が
仕
事
に
従
事

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
休
日
や
夜
の

訓
練
が
ほ
と
ん
ど
で
、
技
術
習
得
に

加
え
、
消
防
学
校
や
講
習
会
へ
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
知
識
の
習

得
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
警

や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
へ
防

火
点
検
な
ど
に
よ
り
、
Ｈ
頃
か
ら
消

防
活
助
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
は

。
目
敵
に
現
地

に
駆
け
付
け
、
消
火
活
動
や
町
民
の

安
全
、
復
旧
に
人
き
く
貢
献
し
ま
す
。

特
に
昨
年
八
月
末
豪
雨
の
活
助
は
顕

著
で
あ
り
、
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
消
防
団
は
火
災
や
災
害
か

ら
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
日
夜
活
助
し
て
お
り
、
地
域
防

災
に
大
き
な
使
命
を
果
た
し
て
お
り

ま
す
。

火災発生件数

平成５年　 ３件

平成６年　 ４件

平成７年　 ６件

平成８年　 ８件

平成９年　 １件

平成10年　 ３件

消
防
団
現
有
勢
力
（
平

成

十

一

年

五

月

）

国
見
町
消
防
団
は
五
分
団
・
卜
四

郎
よ
り
編
成
さ
れ
、
団
妓
一
名
・
副

団
長
一
名
一
分
団
長
六
名
・
副
分
団

長
六
名
・
部
艮
十
四
名
・
副
部
長
十

五
名
・
班
長
三
十
五
名
・
団
員
百
八

十
六
名
、
計
二
百
六
十
四
名
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
外
に
ラ

ッ
バ
隊
が
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
車
・
積
峨
車
は
十
四

台
を
有
し
、
各
部
へ
配
置
さ
れ
て
お

り
、
小
型
助
力
ポ
ン
プ
ハ
台
も
保
持

し
て
い
ま
す
。
本
年
皮
は
ポ
ン
プ
車

一
台
を
更
新
す
る
計
両
で
す
。

町
で
は
消
防
施
設
の
充
実
強
化
に

努
め
て
お
り
、
国
県
の
有
利
な
助
成

事
業
を
選
択
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
防
火
水
槽
を
六
基
（
防

災
ま
ち
づ
く
り
事
菜
一
。基
・
農
村
整

備
嘔
業
四
基
）
布
設
し
、
消
火
栓
二

基
を
予
定
し
て
お
り
、
町
民
の
皆
様

の
安
全
が
図
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

国見町の消防施設

消防ポンプ自動車　 ６台

小型動力ポンプ　　 ８台

小堅飴ｶﾎﾟﾝﾌ 穡゚載車　 ８台

消火栓　　　　　a5 基

防火水槽　　　　73 基

消防団員数

本　 ｌ

糲１分団(小１ 地区)

糲２分日( ●田地区)

男3 分団(韲江il地区)

藕４分日( 大軸地区)

籖５分団(大木戸埼区)

定
期
点
検
表
彰
受
賞
者
名
簿
（
敬
称
略
）

団
体
表
彰

国
見
町
消
防
団

☆
福
励
県
知
事
表
彰
竿
頭
綬

☆
福
島
県
消
防
協
会
長
尖
杉
表
彰
状

個
人
表
彰

‘`
’

涓
魴
斤
羂
協
翕
彰

○
永
年
勤
碗
功
労
章

大
内

勝
美

☆
福
島
県
畑
事
表
彰

○
功
績
章
　
　
　

林
　

初
川

○
精
助
卓
　
　
　

高
橋

忠
一

○
永
年
勤
続
章
　

後
藤
與
志
男

松
浦

幹
男
　

東
海
林
忠
雄

黒
田

勝
夫
　

宍
．尸

昭
一

八
鳥

常
一
　
　

佐
藤
二
三
人

徳
江

博
典

☆
日
本
消
防
協
会
艮
表
彰

○
功
績
章
　
　
　

鈴
木

正
人

○
硝
禎
章
　
　
　

石
川

好
一

○
勤
続
章
　
　
　

大
内

勝
美

☆
福
鳥
県
消
防
協
会
長
表
彰

Ｏ
功
績
章
　
　
　

菊
地

孝
一

○
精
勤
章
　
　
　

松
浦

幹
男

木
村

正
義
　

横
山

孝
夫

○
勤
続
章
　
　
　

鈴
木

耕
治

鈴
木

富
男
　

宍
戸

且
郎

○
退
職
Ｍ
員
感
謝
状

高
檎

佐
七
　

佐
藤

幸
治

鈴
木

文
人
　

鈴
木

次
男

☆
伊
達
支
部
畏
表
彰

○
功
績
章
　
　
　

東
海
林
忠
雄

小
鳥

重
一
　
　
小
林

憲
一

羽
根

俊
一

○

精

勤

章
　
　
　

実

沢

和

夫

羽

根

俯

隆
　

紺

野

良

一

佐

藤

隆

夫
　

後

藤

碓

一

佐

藤

岬

之
　

遠

藤
　

一

浩

佐

藤

智

秋
　

蓬

田

正

一

村

上

昭

一
　
　

吉

田

正

仁

鈴

木

英

夫
　

渋

谷
　

薫

Ｏ

遇

職

団

長

感

謝

状

林

初

男

☆

町

長

・

団

長

連

名

感

謝

状

○

永

年

助

続

退

職

団

員

感

謝

状

林
　

初

男
　

鈴

木

卍

夫

本

田

善

市
　

宍

戸

伊

勢

雄

浅

野

武

志
　

大

波

良

一

松

浦

弘

男
　

佐

藤

二

三

夫

徳

江

博

典
　

佐

麟

金

兵

術

寺

島

孝

一

☆

団

艮

表

彰

○

優

良

団

員

表

彰

大

紹

忠

治

松

浦

久

雄
　

佐

藤

誠

治

関

口

叭

敏
　

阿

部

界

男

渡

辺

£

巳
　

黒

田
　

武

徳

江

和

義
　

渡

辺

勝

弘

高

橋
　

満
　

寺

鳥

正

男

寺

鳥

和

司
　

菊

地

国

光

阿

郎

邦

雌

○

一

般

人

等

表

彰

㈲

赤

坂

自

動

車

整

伽

工

場

ツ

パ

メ
コ

ー

ト

㈱
柵

島

一`
送
セ

ン

タ
ー

波

部

勝

利
　

佐

藤

邦

治

☆

町

長

・

団

艮

辿

名

一

般

人

感

謝

状

○

一

般

人

感

謝

状

安

藤

正

雄

高

橋

勝

美
　

本

間
　

実

佐

久

間

誠

介
　

小

林

テ

イ

渋

谷

宏

司



便
利
さ
づ
く
し
の
街

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

第
一
期

分
譲
開
始
！

第1 期分譲区濶

1～12

73～82

84～95

116～162

j81 区画

圃道４号線

「国見ニュータウン」が、いよいよ分譲開始となります。第３

次岡見町振興計画に基づき、優れた住宅地の開発を計両的に行

うため、建設省「新ふるさとマイホーム推進事業」の認定を受

け進めてきました。

緑荳かで自然に親しむことのできる国見ニュータウンを快適居

住空間として提供するものです。

町では定住化促進事業を進めることにより、町活性化と地域経

済の発展、住民福祉の向上を図ってまいります。

国見ニュータウン定住化促進事業

１,ＵＩターン新築等奨励金の交付（上限30 万円）

新築家屋と土地の固定資産税相当分を交付（1 年分）

２,ＵＩターン分譲斡旋報償1 件5 万円

3,町内建築業者運転資金利子補給

国見ニュータウン概要

●建設省/［新ふるさ､とマ イホーム推進事業］認竃
●所在地/国見町人字小坂字板橋外地内
●区画数･ 内 62区画 ぐ80～130坪、７均坪数ｌｏｏ坪s

●分譲価格･ / 区 別分譲価格表による
●用途地域/第1脯低層住居’､孥用地誡
●建ぺい串/50 ％ ●容積串/80％ ●ガス/プロパンガス

●道路幡員/幹穣道陥=幅員に m (歩迫あい 、衙ぼ退路=  員 6m
●付帯施 設 / 上 ﾄ 水゙道完備、公園（4力嶇 、集会施ａ Ｑヵ研J｡

町営 住宅50戸 し一部シルバーハウジングj
●その醢/建饗協定あり

申し込み・お問い合わせ

国見町企画商工課
Ｔ Ｅ Ｌ 585  ｰ  2927  ( 直通)

現地見学会
７月24 日(土)・25.日(日)

開催
第
一
期
分

譲
概
要

◆
分
譲
区
画

第
一
期
分
八
十
一
区
画

◆
申
込
方
法

宅
地
分
譲
申
込
魯
に
必
要
書
類
を
添

付
の
う
え
、
役
場
企
画
商
工
課
へ

◆
受
付
期
間

七
月
二
十
四
（
土
）
～
八
月
十
九
日
（
木
）

た
だ
し
町
外
居
住
者
は
八
月
十
二
日
（
木
）

ま
で

一
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
八
時
三
十
分
よ

り
午
後
五
時
ま
で

※
申
込
資
格
や
Ｕ
‐

タ
ー
ン
申
込
者
儕
旡
の
設
定

な
ど
畔
細
に
つ
い
て
は
企
画
商
工
課
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
二
十
四
日

’
二
十
五
日
の
申
込
み
は
現
地

見
学
会
で
受
け
付
け

ま
す
。



阿武隈川

平成の大改修

建
設
省
福
島
工
事
嘔
務
所
で
は
、

昨
年
八
月
末
の
集
中
豪
雨
や
こ
れ
ま

で
の
洪
水
被
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
。

阿
武
隈
川
の
抜
本
的
な
改
修
を
進
め

て
い
ま
す
。
総
工
費
八
。白
億
円
を
投

じ
、
平
成
十
一
一
年
度
末
完
成
を
目
指

し
て

い
る
こ
の
改
修
嘔
業
は
、「
平
成

の
大
改
修
」
と
し
て
、
短
期
間
に
多

く
の
簡
所
で
実
施
し
、
堤
防
の
強
化
、

無
堤
地
区
の
解
消
に
よ
り
、
治
水
対

策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

国
見
町
の
阿
武
隈
川
及
び
滝
川
河

囗
付
近
に
お
い
て
は
。
全
峨
に
わ
た

り
堤
防
強
化
と
し
て
、
護
岸
Ｔ
と
腹

付
け
工
が
施
７
さ
れ
ま
す
。
更
に
堤

防
が
約
一
ｍ
嵩
匕
げ
さ
れ
、
断
而
不

足
区
問
に
つ
い
て
は
掘
削
に
よ
り
堆

積
ｔ
砂
の
除
去
を
図
る
計
画
で
す
。

ま
た
滝
川
に
架
か
る
寓
上
見
橋
の
架

け
替
え
、
徳
江
地
区
佐
久
間
川
合
流

地
城
に
は
『
水
辺
の
小
楽
校
』
を
整

備
し
、
水
と
親
し
め
る
空
問
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

昨
年
八
川
末
豪
雨
に
お
い
て
は
。

当
町
流
城
の
堤
防
に
お
い
て
、
洞
水

が
随
所
に
見
ら
れ
、
更
に
滝
川
と
の

合
流
付
近
の
堤
防
に
は
二
百
五
十
ｍ

に
わ
た
り
亀
裂
が
入
り
、
決
壊
が
恐

れ
ら
れ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
多
く
の
住
民
が
避
難
し
、
住

居
へ
の
浸
水
や
農
作
物
被
害
な
ど
、

甚
大
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は

記

憶
に
新

し

い
と

こ

ろ

で
す

。

こ

の
状

況

を
改

鰐
し

、

安

心
し

て

過

ご
せ

る

水

害

に
強

い
町

づ
く

り

の

た
め
、

大
改

修
が

実
施

さ
れ

る
も

の
で

す
。

町
内
全
流
域
で
施
工
さ
れ
る
、
堤

防
強
化
ｔ

事
は
、
図
１
の
と
お
り
漏

水
を
防
ぐ
止
水
矢
板
を
打
ち
込
み
、

護
岸
工
事
と
と
も
に
河
川
内
外
の
腹

付
盛
土
を
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

強
固
な
堤
防
を
構
築
し
、
嵩
上
げ
に

よ
り
増
水
に
対
応
し
ま
す
。

建
般
省
で
は
事
業
実
施
に
あ
た
り

説
明
会
を
開
催
し
、
地
峨
住
民
の
意

兄
を
聴
取
し
て
き
ま
し
た
。
嘔
業
費

節
減
策
や
自
然
環
境
へ
の
配
慮
し
た

工
法
に
よ
り
、
美
し
い
阿
武
隈
川
を

築
き
上
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。

国
見
町
に
お
い
て
も
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
平
成
の
大
改
修
の
推
進
を
図

っ
て
ゆ
き
ま
す
。

用地協定書の調印式

平成の大改修に係る用地補償の基本となる協定翕の男

印式が,6月;矍）H観月台文化センターにおいて行われまし

た．地権者の会の八巻忠一会長と建設省柵鳥工 事事蠢所

廣木所長， 立会人として冨永町長が濶印したもので．こ

の協定によりこれから地 権者との用地等売買契約が遣め

られることになります．
阿武隈|||堤防強化のため，当町では1 の用地 が必

要となり， 土地の地権者は77 名です．地 権者の方は「地

楮者の会j をつくり，賢9!等の取りまとめてきました．

澗印讒廣木所長は「みなさんの大切な上地を活用し．

強い堤防 を築きます,」八巻会長はr 短期閥に立派な堤

防ができるよう期待します,ｊ と述べてい ます．



国
見
町
農
業
委
員
一
般
選
挙

二
十
四
年
ぶ
り
の
選
挙
戦

国
見
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
は
十

。
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即

日
開
票
の
結
果
十
五
名
の
新
た
な
農

業
委
貝
が
誕
生
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
七
月
六

日
に
告
示
さ
れ
た
本
選
挙
で
は
、
定

数
卜
五
に
対
し
、
十
八
名
の
立
候
補

が
あ
り
、
昭
和
五
十
年
以
来
二
十
四

年
ぷ
り
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
十

一
日
の
投
票
の
結
果
、
現
職
七
名
新

人
八
名
の
卜
五
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

改
選
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
七
月
二

十
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

国
兄
町
農
業
委
員
会
委
員
は
、
一

般
選
挙
で
選
ば
れ
た
十
五
名
と
、
町

艮
選
任
委
鍼
（
議
会
推
鵬
五
名
以
内
。

伊
達
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
椎
鵡
一

名
、
禍
島
県
北
ａ

業
共
済
組
合
推
薦

一
名
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
七
月
ド
句
に
招
集
予
定

の
臨
時
農
業
委
貝
会
に
お
い
て
、
会

艮
お
よ
び
職
務
代
理
者
の
逸
出
が
行

わ
れ
ま
す
。

町
選
挙
竹
理
委
員
会
に
よ
る
と
。

肖
凵
行
権
者
数
は
二
九
四
六
名
で
、

投
票
率
は
八
九
・
八
五
％
で
し
た
。

な
お
。
当
選
さ
れ
た
方
の
氏
名
。
確

定
得
票
お
よ
び
投
票
率
は
次
の
と
お

り
で
す
。

新農業委員の方々（12日当選証書交付式にて）

農業委員当選者確定得票（敬称略）

氏　 名 �得票数 � 住　 所
�鬩

村上 正勝 �222 �徳江宇佐野台32 �新

渋谷 福重 �188 �光明寺字土井18 �新

志村 藤榮 �187 �高城字前18 の1 �２

松浦 欽一 �178 �大木戸字中穂９ �新

黒田 勝夫 �167 �泉田字足洗26 �新

朽木 勝之 �161 �小坂字前27 �４

瀬戸　 孝 �159 �西大枝字上台39 �２

佐藤 定司 �156.7 �森山字柬新田12 �新

武田 正利 �137 �森山字上鶇町42 �新

松田 和男 �136 �貝田字立久根5 �２

鈴木　 黒 �133 �川内字内上28 �新

菊地 光二 �133 �塚野目字沢15 �６

高橋八千代 �131 �山崎字水門14 �３

井砂 善榮 �122 �西大枝字尾高松16 �４

佐藤 且雄 �1 .610�石毋田字築山7 �新

投 票 状況 （最終確定）

男女別 �当日有権者数 �投累総数 �投 票 率

男 �1  . 5�1  . 556�89.68

女 �1  . 211�1  . �90.09

合 計 �2.946 �2  , 図 7�89.85

得票数・投票状況は国見町選挙管理委員会発表

花
い
っ
ぱ
い
の
町
づ
く
り

今
年
も
花
い
っ
ぱ
い
運
助
が
始
ま

り
ま
し
た
。
町
を
花
と
緑
で
飾
り
、

う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町
に
し

よ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
五
年
凵
を
迎
え
ま
す
。

六
月
卜
三
日
叭
」朝
に
は
。
国
選
四

号
や
県
道
、
町
選
沿
い
に
、
町
内
会

な
ど
が
、
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

こ
の
日
の
ほ
か
に
も
。
婦
人
会
な
ど

の
団
体
の
み
な
さ
ん
も
町
内
各
所
で

作
業
を
す
す
め
、
全
部
で
三
十
四
団

体
が
参
加
し
、
用
意
さ
れ
た
苗
は
国

県
分
も
含
め
、
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
全
部
で
一
万
二
で
本

で
す
。

今
年
も
秋
ま
で
き
れ
い
な
花
が
町

を
彩
り
、
道
行
く
人
の
心
を
和
ま
せ

ま
す
。

花いっぱい運動

参加団体

西
大
枝
区
、
大
町
帛
・
宮
町
閘
・

宮
東
・
上
野
・
山
崎
沢
田
・
山
崎
宮

舘
・
翰
町
・
原
町
・
貝
田
各
町
内
会
、

婦
人
会
。
Ｊ
Ａ
女
性
8
8
、
商
工
会
婦
人
部

。

一

工
会
齊
年
部
。
内
谷
寿
会
女
性
弓

宮
甜

北
町
内
会
婦
人
册
、
第
二
町
内
会
寄
人
ク
ラ

ブ
。
藤
田
第
一
萇

辱
会
、
貝
田
老
人
ク
ラ
ブ

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
．
交
通
安
全
協

会
大
木
戸
囲
会
．
小
坂
交
通
安
全
母
の

会
．
町
内
各
小
中
李
校
、
各
幼
碓
圃
、

名
季
節
保
育
所



みんなできれいな町づくり

クリーンアップ作戦

町

民

み

な

さ

ん

に

よ

る

き
れ
い
な
町
づ
く
り

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

河
川
愛
護
月
間
に
ち
な
み
、
七
月

四
口
河
川
を
は
じ
め
道
路
。
側
溝
な

ど
を
清
掃
す
る
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。（
石
毋
地

区
は
六
月
一
一
十
七
日
実
施
）
今
年
で

十
八
回
目
と
な
り
、
六
十
三
の
町
内

会
す
べ
て
に
よ
る
、
約
三
千
人
の
参

加
で
す
。

各
町
内
会
ご
と
に
作
業
は
行
わ
れ
、

早
く
は
朝
五
時
か
ら
開
始
し
さ
れ
ま

し
た
。
河
川
敷
や
道
路
沿
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い

や
草
刈
り
、
側
溝
の
泥
あ
げ
な
ど
、

町
内
各
所
に
わ
た
る
清
掃
で
す
。
こ

の
日
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
は
、
十
一
・
五

ト
ン
に
も
な
り
、
昨
年
よ
り
三
ト
ン

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。

冨
永
町
長
も
『
早
朝
か
ら
ご
苦
労

様
で
す
。
お
か
げ
で
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
』
と
挨
拶
し
な
が
ら
、
ゴ
ミ

を
一
緒
に
拾
い
集
め
ま
し
た
。

中学生のがんばり

●中体連・県北総合大会

1ソフ トテニ ス】

団 体男子 第３位

団 体女子 ベ スト ８

個人勇子 高調・玉手組 第６ 位

１ 剣 道 】

団 体女子 第３曲

１ 水 泳1

1【】Ｏｍ平泳ぎ 佐藤襦那 第５位4県大会出壥}

200E 平泳ぎ 佐鹽倡耶 第 6  位 (凧大会出場)

●中体連・伊運支邸大会

| ●卜●子1

共通３０００ｍ 佐久閥曩弘 懷駒(県大金出塲)

1  ｰ  Omハードル 茄木 正人 蜀３伯

１年1 柳田 輿士 第３位

02 ハードル 原田 祐太郎 第６位

l釐上女子|

砲丸 投げ 長谷川羆 樊 蠱膀(県大会出場3

共 通1200  第 佐久問● 霾 第２位

３年18m 佐久間 輯脯 第４位

２年1  OOm 赤坂沙弥書 第４血

走り 高飛び 藤田房 美 第４位

一 年 IOu  料 渡辺 嬰希 第 ５位

遼り禺 凧ぴ 銘木 かおり 蚋５位

1バスケットl

団 体女子 揚 ３仙

1ソフト テニ スl

団 体男子 第２位

団 体女子 第２位

個人男子 高 橋・ 玉手組 ●膀

ｌ 卓 球 】

団 体男子 第３位

団 体女子 第３位

男子タフJしス ● 藤・武田相 値断

男子 シングル ス 羽根雄介 第６位

女子ダブルス 羽観・大畠鈿 第４位

女子 シングルス 岡田姫Å゛ 姚６位

１ 柔 ● 】

男子 佞人ｰ  S5kg  級 玲木刄仁 第３位

男子 佞人ｰ  78 に g  級 佐蔀秀樹 驚３位

男子 個人+  7  日 kgm 菊地裕介 第３位

｜ 剣 運 】

団 体男子 第 ３位

団 体女子 第３位

個人女子奨励１年 安藤冴美 第２位

個人 女子共通 佐藤恵美 第３位

１ 水 泳 】

男子２００巾自由形 笠松襷治 簔胴

男子1  OOm 目由形 笠松幸治 揚２拍

男子50m 自由形 阿箆儒人 第３位

女子100 仞平 泳ぎ 佐僣書那 第２位

女子2  m 平 泳ぎ 佐藤首那 第２飽

作業も終 わつてひと休裁



6月の

グラ
ビア

虫歯をやっつけろ
Ｇ月４日は「虫歯予防デー」で・ 。各幼稚園では虫ｓのな

い孑が表彫され。１ の大切さと正しいｓ磨き・９応予防に

ついて字習する「虫歯予防の隻い」がi」われまし た。

吩･ｉ 田幼稚園では賣誦の岡崎先生より ，虫歯のでき万のお

話の後，大きな自の模型により正しい芭ブラシの使い方を

匏わりまし た。

ｅ蝨江野幼碓園では１臼医の斬井尚了先生を迎え。お母さ

んもー闢に子供のｓこうの爿き貝合の検査で１｡ お［］は向

こうで爽つ亦で１ ．よく售啗きしｌしょうね。

大枝小で学習発表会

組合立ｘ枝小字校では６月6FI. 保ｌ 者や地

域の方を招いて学習発表会が陬かれまし た、

各学年旬に歌や合奏、劇が発表され。６年生

は飽区に伝わる「大技太鼓」に挑慨で・ 。力

一杯の涸技に会場から大きな拍手が送られま

した。

公
共
施
設
の

消
毒
奉
仕
作
業

国見町聯寶会哨所｛会長仲野同行さん; は６月23日の９ 飼。公共施

吸の消毒辜仕作冥を行いまし た。例年このE同期に各学校や観月き9公

園などの木々を 、アメシ囗や毛虫の発生から守るため行っているも

ので、農業青年会謫所発足聘から20･j 上続けているものでｌに

のほかにも林道赤坂襠の譱刈りなども衍つでいま１、

全
校
生
で
ゴ
ミ
拾
い

〈

大

木
戸

小

〉

大木戸小では6  月 1 1日全岐生が．通学路や学校筬辺の亅ミ拾

いを行いました．美化遷動を遇して．自然墹硬を大切に１る

気持ちを育てることをねらいとし ．舂には阿浬蒭湎LLの漓揚

もし ていま１．小中高の字年に分かねての作冥で，手に袋を

持ちながら ，アッという圜に袋はゴミでいっばいです，



保育所の 子どもたち

泣かすに検診受けられたよ

元
気
よ
く
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
六
月
十
七
日
旧
端
午
の
節
句
の

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
内
飾
り
の
前

で
、
節
句
の
由
来
を
聞
い
た
後
、
歌

や
ゲ
ー
ム
、
体
操
を
し
て
会
食
と
な

り
ま
し
た
。
献
立
は
赤
飯
、
カ
ツ
、

サ
ラ
ダ
。
さ
く
ら
ん
ぽ
、
子
供
た
ち

が
蒔
い
て
育
て
た
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
も

添
え
ら
れ
ま
し
た
。
帰
り
に
は
柏
餅

と
自
分
た
ち
で
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を

手
に
し
。
お
お
は
し
や
ぎ
で
し
た
。

六
月
は
内
科
と
歯
牙
の
検
診
を
し

て

い
ま
す
。
歯
医
者
さ
ん
に
行
く
の

は
大
人
も
子
供
も
い
や
な
も
の
で
す
。

『
虫
歯
は
生
活
習
恨
病
』
と
も
ｇ

わ

れ
、
保
育
所
で
も
食
事
の
後
は
必
ず

歯
み
が
き
を
し
て
お
り
ま
す
。
家
庭

で
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
大
き
い

歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、

大
き
い
も
の
だ
と
細

か
い
所
ま
で
毛

先
が
届
き
ま
せ
ん
。
歯
ブ
ラ
シ
の
人

き
さ
は
、
歯
二
本
分
が
目
安
だ
と
・酉

わ
れ
て

い
ま
す
。

食
後
必
ず
庖
く
こ
と
が
基
本
で
す

が
、
年
船
に
よ
り
子
ど
も
が
磨
い
た

後
、
子
ど
も
の
頭
を
ひ
ざ
の
上
に
の

せ
、
仕
上
げ
み
が
き
を
か
か
さ
ず
行

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
話
し
か

け
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
や
さ
し
く

て
い
ね
い
に
み
が
き

ま
し
よ
う
。
小

さ
な
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
歯
み
が

き
は
大
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
時
閥
、
毎
日
楽
し
い
生
活
習
恨
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
藤
田
保
青
所
長

木
口
絹
子
）

まち再

発見

くにみの

民謡かるた

こ
れ
は
大
木
戸
の
お
年
寄
り

か
ら
聞
い
た
話
。

む
か
し
阿
武
隈
川
を
は
さ
ん

で
仲
の
良
い
女
同
士
が
い
て
、

年
に
一
度
づ
つ
訪
ね
あ
う
こ
と

に
し
て
い
た
ん
だ
と
。

あ
る
年
こ
ち
ら
の
女
が
川
向

う
の
友
達
を
訪
ね
て
行
く
と
、

友
達
は
大
官
ぴ
で
魚
を
御
馳
走

し
よ
う
と
仕
度
し
始
ま
っ
た
。

と
、
そ
の
家
の
猫
が
あ
っ
と
い

う
間
に
魚
を
盗
っ
て
喰
っ
て
し

ま
っ
た
ん
だ
と
。
客
の
女
は
思

わ
ず
力
一
杯
そ
の
猫
を
叩
い
て

し
ま
っ
た
。
す
る
と
猫
は

『
何

だ
客
の
く
せ
に
よ
く
も
お
れ
の

こ
と
叩
い
た
な
、
よ
う
し
帰
り

に
喰
い
殺
し
て
や
る
ご
と
客
の

帰
る
の
を
待
っ
て
い
た
ん
だ
と
。

さ
て
次
の
年
、
女
が
ま
た
訪

ね
て
行
く
と
、
手
掴
み
で
何
ぼ

で
も
捕
れ
た
と
ど
じ
よ
う
汁
を

作
っ
て
く
れ
ら
れ
た
と
。
と
こ

ろ
が
何
ぼ
煮
て
も
泡
が
立
つ
。

気
味
が
悪
い
の
で
食
べ
ず
に
帰

っ
て
来
た
。
又
次
の
年
行
く
と

今
度
は
時
な
ら
ぬ
時
に
出
た
竹

の
子
だ
と
煮
て
く
れ
ら
れ
た
と
。

そ
れ
も
食
べ
ず
に
帰
っ
て
来
た

が
何
と
も
気
色
悪
い
。
巫
女
さ

ん
に
拝
ん
で
も
ら
う
と
猫
の
霊

が
出
て
、「
お
れ
は
お
前
に
叩
か

れ
た
猫
だ
。
殺
し
て
や
ろ
う
と

舟
に
跳
び
乗
り
そ
こ
ね
て
溺
れ

た
。
彫
ど
じ
よ
う
や
竹
の
子
に

化
け
た
の
に
ご
と
幽
が
み
し
て

悔
し
が
っ
た
ん
だ
と
。
そ
れ
か

ら
そ
の
人
、
猫
の
供
餐
ね
ん
ご

ろ
に
し
て
助
か
っ
た
と
い
う
話
。

猫
打
つ
な

死
ん
で
た
た
る
ぞ

い

っ

ま

で

も



保健だより
i 霖撼輦暉: 保健 係 庵 ( 5 5 )‘27 卵

※ 成 分献 血は検査を含め約１時間程度

かかり ます。ご 協力く ださる方は 、

あらかじめお 知らせく ださい。

献血に寄せる真心きらめく明日

8月４日水は
国見町の献血の日です。

【場　 所】

国見町役鳩前

東北ストッキング国見工鳩

生協コープマート国見店前
国見町観月台文化センター

【時　 間】

午前９時～午前11畤30分

正　 午～午後１時

午後２時15分～午後３時30分
午後４時～午後５時

１歳６ヵ月児健診

該　　当　　乳　　児 �．実 施　 日 －� ． 受 ．付 時 ．間 �ャ ．場 ． 所

平成10年１月～　　

平成10年３月生まれの幼児 �
９月16日(木) �午後１時30分～午後２ 時 �観月台文化センタ ー

大研修室

〈健 診 内容 〉

☆内科と●科の医師の診察 ．●科衛隻士による癧みがき指導、生活保健指導身長・体重測定行いま１ ．

☆田子手植と1 嫩6力兒健康診査妾（必譽事項を記入）を忘れずに １

乳　児　健　診

該　　 当　　乳　 児 � 実　 施　 日 � 受 付 時 間 ・ � 場　　　 所

・3 か月児 （平成11 年 ５ 月生まれ）

・9 か月 児（平成10 年11 月生 まれ） �
９ 月30 日(木) �午後 １時30 分～午後２ 眄 �観月台文化センター

第１和室

〈健 珍内 容 〉

☆医師の指碍．身長・体纛測定 ．調孔．躙乳．家族St画などについて

☆田子手帳を忘れずに｜

食
中
毒
予
防

食
中
毒
と
い
う
と
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や

旅
館
な
ど
の
飲

食
店
で
の
食
事
が
原
因
と
恵
わ
れ
が
ち
で
す
が
。
毎
日
食

べ
て
い
る
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
。

以
荊
は
夏
に
集
中
し
て
起
き
て
い
た
食
中
毒
が
、
最
近
で

は
｛

年
を
通
し
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
食

中
毒
で
と
り
わ
け
多
い
の
が
0
1
1
5
7

に
代
喪
さ
れ
る

細
菌
性
の
食
中
毒
で

。
全
食
中
毒
の
う
ち
9
0パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
見
た
目

の
「
き
れ
い
さ
」
よ
り
も
『
衛
生
的
』
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
の
点
を
心
掛
け

食
中
毒
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

｢食中毒を予防するポイント｣

轣盞の種・ によって多少違い4まありますが。基本的な襦鈿ま軻じ です。

あ まり 神豬胄になり寸ぎても長続きし まセんから ．ｌ 低羶。次の点に注

意１ るとよい でし.i う。

●手を洗う釁慣苟つける

外出から帰ったとき、痾理や食事

の前、トイレの後には必ず手を洗

う習慣を付けましよう。石鹸をよ

く 泡立て、

力を 入れて
こ すり、流

水でよく洗

い汲すの が

コツです。

●良品は充 分に加骼する

７５℃ で1 分聞(10 ひ

℃なら数砂)加熱すれ

ば 、ほとんどの 紐朔

は眤瀘し ます．

●
髑

理

器

具

を

使

い

分

け

る

隻
の

肉

や

無
を

切

っ

た
Ｓ

Ｌ
や

ま

与
板

で

．

隻
で

食

ぺ

る

野

菜

や

果

物
を

切

ら

な

い
こ

と
．
必
ず
洗
剤
で

洗
っ
て
為
濔
を
か

け
て
か
ら
使
用
し

て
く
だ
さ
い
．
で

き
れ
ば
包
丁
や
ま

劔
灣
ｉ
用
一
珊

野
菜
用
と
分
け
る

の
が
理
銀
で
す
．

●

舞

理

し

た

も
の

は

す
ぐ

食

べ

る

調
理
後
に
菌
が
付
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
・

す
ぐ
食

べ
な
い
場
合
哮
短
畤
朗
で

も
必
ず
冷
蔵
莇
へ
。



いんふぉ
め～しょん

募
　
集

国

見

町

職

員

（
高

卒

程

度

）

国
見
町
で
は
。
平
成
十
二
年

度
に
採
用
す
る
職
員
（
高
校
卒

程
度
）
の
募
集
を
し
ま
す
。

▼
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

：
こ

般
事
務
（
行
政
）
若
Ｔ
名

▼
受
験
資
格
：
‘昭
和
五
十
三
年

四
月
一
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
嘔
成
十
二
年
三
月
ま
で
に

高
校
を
卒
豪
ま
た
は
卒
薬
見

込

み
の
者

▼
受
付
期
間
：
’七
月
十

四
日

か
ら

八
月
十

三
日

ま
で

（
執

務
時
間
中
に
限
る
。
郵
送

の
場
合
は

八
月
十
一
Ｈ
消
印
ま

で
受
付

）
▼
一
次
試
験
日
・：
九

月
十
九
日

▼
同
合
格
発
表
…
卜

一
月
上
旬

▼
二
次
賦
験
日
：
二

次
試
験
合
格
者
に
通
知
▼
申
込

用
紙
の
埼
求
・：
申
込
用
紙
は
総

務
課
で
交
付
し
ま
す
。
郵
便
で

請
求
す
る
鳩
合
は
、
封
筒
に
『
高

校

卒

程
度

試
験
申

込
用

紙

請

求

』
と
朱
書
き
し
。
（

十
円

切

手
を
は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返

供
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
▼

申
込
方
法
・：
◇
申
込
用
紙
に
必

要

事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
に

提
出
す
る
こ
と
。
◇
郵
送
す

る

鳩
合

は
。
封
簡
に

『
高
校
卒
程

度
試
験
申
込
』
と
朱
書
き
し
、

ハ
ト
円

切
手
を
は
り
、
あ
て
先

明
記
の
返
信
用
封
簡
を
同
封
す

る
こ
と
◇
受
験
票
を
受
領
し
た

と
き
は
、
最
近
六
か
月
以
内
に

撮
彫
し
た
本
人
の
写
真
一
枚
を

写
真
櫚
に
は
リ
。
受
験
当
日
持

参
す
る
こ
と
。

★
問
い
合
わ
せ

総

務
課

庶
務
係

］`（
５
８
５

）
2
1
1
2

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

研

修

会
受
講

生
募

集

福
島
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修
会
一二
級
課
程
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の

研
修
会

は
、
主
に
勤
務
時
間
の

少
な
い
非
常
勤
ヘ
ル
パ
ー
。
福

祉
公
社
の
協
力
会
員
、
登
録
ヘ

ル
パ
ー
等

と
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
収
業
に
従
事
す
る

方
、
又
は
そ
の
予
定
の
方
を
対

象
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
会
場
…
二
本
松
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
▼
研
修
期
閥
…
嘔
成
十

一
年
九
月
九
日
か
ら
十
一
月
十

日
ま
で
（
講
義
・
実
技
・
実
習

の
べ
五
十
七
時
間
）

▼
受
付
…

七
月
三
十
日

（
金
）
ま
で
町
保

健
福
祉
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、

教
材
費
等
の
実
費
分
は
負
担
い

た
だ
き
ま
す

。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

★
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
阯
課

福
祉
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
7
9
3

地

方
分

権
推
進

｢
心
得
三
ヵ
条
」
募
集

福

鳥

県

で

は

、

地

方

分

権

推

進

「

心

絡

三

ヵ

条

」

を

募

集

し

ま

す

．

地

方

分

権

を

地

め

る

た

め

．

「

県

・

市

町

村

・

住

民

」

は

ど

の

よ

う

な

心

得

で

の

ぞ

む

べ

き

か

．

あ

な

た

の

視

点

で

ア

ピ

ー

ル

し

、

応

募

く

だ

さ

い

．

▼

応

募

資

格

…

県

内

在

住

者

．

又

は

県

内

通

勤

・

通

学

者

▼

応

募

条

件

・
：

県

．

市

町

村

、

住

民

そ

れ

ぞ

れ

に

向

け

た

心

得

（

一

か

条

の

ご

と

の

字

敵

は

概

ね

．二
十

字

以

内

）

▼

応

募

方

法

…

郵

送

．

フ

ァ

ク

シ

ミ

リ

、

電

子

メ

ー

ル

▼

専

集

期

限

：

八

月

三

十

一

日

（

火

）

当

日

消

印

有

効

▼

賞

・
：

人

賞
（

一

点

）
、
入

選
（

三

点

）
、
特

別

賞

（

数

点

）

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

柵

鳥

県

人

事

課

ｇ

（
5
2
1

）
7
0
3
6

。呻

（

５

２

１

）
7
9
0
9

E

メ

ー

ル

ｐ

ｅ
ｒ

ｓ
ｏ
ｎ
ｅ

ｌ
＠
ｐ
ｒ

ｅ
ｆ

．

ｕ

ｓ

ｈ

ヨ

ご

℃

被害相談窓口ご利用どうぞ

被害相談窓口をご存じですか？桑折警察署に設・ しております。

困っていること、不安なこと、 手助けの必要など、何でもお気軽に

ご相談ください。

私達は。あなたと ご家族が安心して耳らせ

るように．力を 尽くし ま す。

涵
けいさつの 鷆事姿勢

著 書● の 鵯神 的 シ ョ ック や

不 萱 感 など を 第 ま えだ 睛身 な

対応 奄 みこ な い ま 了．

甘 禰 ● から 寶 心 し てｰ 力

蹼け 驀 よう に き め 舞 か な倪 ●

そ し て い ま了 ．

■ ･  盟 ､  ･  等 の 第

｢家 書●・ 鵬４瞻1

殺人 ９ 値 萵 ． １ 力肖 以 亠 の 羞

● を 鳬7x こ櫨 襴 等 礁大 な ● 休 犯1

こつ いて は 、 楫 麕 状況 、 妃 人 の

豸 搗 、瞶 恥 庁 砲 敢 など に つ い て

讐● から ａ 搶 し 皿了 ．

福島県桑折警察署

〒 969  ｰ  1  3

榲鳥●伊達●梟折町大字谷塘事彫±15- ２

電 ｰ  第 (  024  》 5  8  2-2  1  5  ｰ  (代）



2000 年国勢調査

標 語 募 集
平成12 年10 月１日現在で「２０００年国

勢調査」が実施さｎ ます．本調査の皿要性

への理解を深め．円滑に行なえるよう．国

勢冊舊の意義及び目的等を龍瀉こ表現したr 碍

駟」を募集します．･･応募区分…次の区分

により どなたでも応募できます．〈〉小中学

生の部◇一般の部｛高校生及び大学生含む｝

●応募 方法…官裂はがき及びイン ターネッ

トにより．自作未発表のものに限り何点で

も可衢（但し一枚について一点のみ記載の

こと）●募集期限･‥９月１０日 （金）

★応募・問い合わせ先

建 務庁統き↑局 国 勢統計 課

容 03  (  5273  )  1  005

〒162  ｰ  8668

竇京耶 新宿区 若 松町1  9  一 1

統計1 どン ター ホー ムベ ー ジhtt

ｐyyｗ　ｗｗ.stat.gｏ.lp/2 lhtm

福
島
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

福
鳥
県
で
は
、
鮫
計
思
想
の

恃
及
と
統
針
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
、
統
計
グ
ラ
フ
を
移
集

し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
・：
◇
小
学

丁

二

年
生
の
節
◇
小
学
三

・
四
年
生

の
節
◇
小
学
五
一
六
年
生
の
部

◇
中
学
生
の
部
◇
高
校
生
以
上

の
生
徒
・
学
生
の
節
◇
一
般
の

部
◇
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の

部

▼
課
題
・：
自
由
。
た
だ
し
、

小
学
四
年
生
以
下

の
部
の
作
品

は
、
児
童
が
蜆
察
し
た
結
果
を

グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
と
す
る

▼

規
格
…
Ｂ
２
判
▼
応
募
先
…
〒
9
6
0
1
8
6
7
0

福
鳥
市

杉
妻
町
２
の
1
6

福
鳥
県
統
計

調
査
課

▼
応
募
朋
限
…
九
月
三

日

（
金
）
ま
で
▼
注
寒

点
：
‘◇

作
品
は
自
分
で
創
作
し
た
も
の

に
限
る
◇
作
品
の
裏
に
．
住
所
、

氏
名
、
性
別
．
職
業
、
年
齢
を

明
記
す

る
こ
と
．

★
問
い
合
わ
せ

柵
鳥
県

統
計
糾
査
課

Ｓ
（
５
２
１
）
7
1
5
0

女
性
の
技
術
講
習
会

－

医

療
事
務
－

『
病
院
の
窓

口
等
へ
の
再

就

職
を
』
と
考
え
て
い
る
女
性
を

対
象
に
。
医
療
事
務
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
科
目
・；
医
療
事
務

▼
内
容
・：

医
療
事
励
全
般
一
初
心
者
を
対

象
に
受
付

事
務
か
ら
請
求
事
務

ま
で
▼
期
間
…
平
成
十
一
年
九

月
二
日
（
木

）
か
ら
十
一
月
二

十
二
日
（
月

）
ま
で
の
毎
週
月
・

木
、
二
十
一
。日
間

▼
時
間
…
午

前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時

三
十
分
ま
で

▼
会
鳩
・：
県
女
性

就

某
援

助
セ

ン
タ

ー
研

修
室

（
県
庁
東
分
庁
舎
内

）
▼
定
員

…
二
十
四
人
｛
就
職
希
望
の
女

性
で
全
期
間
出
席
で
き
る
方
｝

▼
受
爾
料
…
無
料

▼
申
し
込
み

方
法
◇
期
日
…
八
月
十

八
日
～

ｔ

九
日
◇
時
間
・：
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
◇
場
所
…
樋

助
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
。
申
し
込

み
多
数
の
場
合

は
抽
選
。

★
問
い
合
わ
せ

女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

晋
（
５
２
１
）
7
7
4
0

国
税
だ
よ
り

所
得
税
の
予
定
納
税

所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期

分
の
納
期
は
八
月
二
日
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し

よ
う
。

税

務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額

の
通
知
１
」
が
送
付

さ
れ
た
方

は
、
こ
れ
に
記
載
さ
れ
た
第
一

期
分
の
金
額
を
納
め
て

い
た
だ

く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
一
年
度
分
の

予
定
納
税
額
は
、
税
制
改
正
に

よ

る
減
税
額
を
織
り
込
ん
で
計

算
し

た
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

福
鳥
税
務
署

ｎ
（
５
３
４
）
3
1
2
1

税
務
相
談
室

豐
（
５
３
３
）４
8
1
1

知つてて

おトク

ク
ル
マ
の
事
故
で
困
っ
た
ら

無
料
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ
!
!

も

し

．

交

通

事

故

鷽

起

こ

し

て

し

ま

つ

た

ら

キ

ミ

は

適

切

に

対

処

で

き

る

だ

ろ

う

か

…

？

日

本

損

冥
探

険

嚊

笞
『
″
｀
鳥

自

動

車

保

険

胴

求

相

談

セ

ン

タ

ー

』

で

は

、

交

通

事

故

の

被

害

者

や

加

寄

譽

の

た

め

に

．

治

羣

費

や

修

理

代

に

つ

い

て

．

専

門

の

相

談

員

が

無

料

で

柤

破

を

受

け

付

け

て

い

る

。

電

話

で

の

相

談

も

可

能

な

の

で

お

気

軽

に

。

ま

た

、

碍

週

木

曜

日

の
1
3
時

か

ら
1
6
畤

は

、

弁

瞶

士

へ

の

相

談

も

無

料

で

で

き

る

。（

予

約

制

）

嗤
福
鳥
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー

圃
褌
鳥
市
栄
町
1
0－

叭

住
友
生
命
福
島
ピ
ル
５
Ｆ

廿（
０
２
４
）６
２
１
・
1
2
9
5

相
岐
日
／
毎
週
月
曜
？

禽
曜
日

（
祝
日
は
休
み
）

膕
ｌ

‥
匐
！
’‘’
‥

∞

／

1
3‥
∞
1
1
6
‥
4
0

年　金
ガイド

ど
う
し
て
も
保
険
科
聲
銷
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は

保
険
料
免
除
の
申
請
手
続
を

国

民

年

金
の

加

入

朋

輝

は
．

二

十

腹

か

ら

六

十

鑞

！
で

と
四

十

年

間

も

あ

る

の

で

所
得

が

滅
少

し

た

場

合

な

ど

．

餓

々

な

理

由

で

保

険
料

を

吶

め
る

こ

と

が

で

き

な

く

な
っ

て

し

！

つ
方

も

い

る

と

思

い

豕

す

．

そ
こ

で

ど
う

し

て

も

保

険

料

納

付

が
困

難

な
方

の

た

め

に

、

申

謫

を

し

て

県

知

事
の

承
認

が

綿

ら

れ

れ

ば

保

険
料

の

納
付

が

免
除

さ

れ

る

制

度

が

あ

り

ま

す
．

詳
し

く

は

ご

相

談

く

だ

さ

い
．

免
除
の
申
請
は
お
早
め
に
！

免

除

申

羂

は
．

年

度

ご

と
に

揖

出

が
必

要

で

す

．

昨

年

度

に

申

譌

し

、

免

除

の

承

認

そ

受

け
た

方

で

も
．

平

成

十

一

年

度

免

除

を

希

望

さ

れ

る

魯
合

は

、

お

舉

め

に

手

続

き

を
し

て

く
だ

さ

い

．

★
問
い
合
わ
せ
　

住
民
課
年
金
係

ｎ

５

８

５
－

２
１

７
（
Ｍ
》



ご存じ ですか「備蓄米」
主食 である「おこめ」を安定し て皆様にお届けするため ．

食糧庁では 「爛笛」を行なっていま１ ．

「備蓄」は ．不作の時に備え て．一定・ を低 温保管し ．

豊作・不作碍の影響を 緇和し 、安定し て ．安全なお米を 供

給する システムです． 価格も乱高下を防止すること により

安定し ます．

｢たく わえく ん｣

｢ たく わえくん｣ は備蓄米の愛 称で

す。客虫は もちろ ん、おいしさ が損

なわれないよう 、低温で大切に保管

されてい ます。

｢ たく わえく ん｣ は 県登録の小旡丿苫

で販売されており､｢ たく わえく ん販

売協力店会｣ 加盟の販見店 ではプレ

ゼントキャンペーンを実施し てい ま

すので是非ご 利用ください。

お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
庫
よ
り

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー

ン
を
返
済
巾
で
、
最
近
の
不
況

に
伴
う
失
業
や
収
入
の
減
少
な

ど
で
返
済

に
お
困
り
の
方

に
対

し
て
は

、
次
の
よ
う
な
返
済
方

法
の
変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
返
済
川
問
の
延
長
（
最
長

卜
年
）
②
元
金
据
置
期
閥
の
設

定
（
最
長
三
年

）
③
元
金
据
置

き
期
間
巾
の
金
利
引
下
げ

お
取
扱
い
期
間
は
平
成
十
一
一

年
三
月
末
ま
で
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は

。
住
宅
金

融
公
庫
東
北
支
店
〔
ｎ

０
２
２

（
２
２
７

）
5
0
0
3

】
又
は
ご

返
済
中
の
金
触
機
関
の
相
鮫
窓

ロ
コ

ー
ナ
ー
ま
で
。

精
神
保
健
福
祉
講
座

現
代
は
ス
ト
レ
ス
の
多

い
社

会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。
悩
み

や
病
気

と
上
手
に
つ
き

あ
う
に

は
。
家

族
が
重
要
な
役
剛
を

は

た
し
ま
す
。
県
北
保
健
所
で
は

い
巾
民
精
神
保
健
福
祉
講
座
を
開

き
ま
す
。
こ
の
講
座
は

『
家

族

の
絆
と
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
』
を
テ

ー
マ
に
、
二
凵
間
に
わ
た
り
七

名
の
講
話
や
体
験
談
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
を

と
お
し
心
の
健
康
を
考
え
る
ヒ

ン
ト
を
兇
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
七
月
ニ
ト
九
恥

こ
。一

十
日
濔
午
前
卜
畤
か
ら
午
後
『

畤
半
▼
場

所
・：
県
北

保
健

所

（
福
鳥
市
部
山
町

）
一
。階
大
会

議
室

▼
申
込
方
法
…
左
記
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て

七
月
二

卜
五
日
ま
で
巾
込
み
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

、
申
し
込
み
先

県
北
保
健
所

健
康
推
進
課

ｇ
５
３
４
１
４
３
０
０

Ｆ
Ａ
χ
５
３
６
－
5
1
0
3

う
つ
く
し

ま
未
来
博

市
町
村
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー

二
〇
〇

一
年
七
月
に
川
催
さ

れ
る
『
う
つ
く
し
ま
未
来
溥
』

の
間
催
二
年
前
を
記
念
し
て
、

叨
市
町
村
の
各
イ

ベ
ン
ト
や
お

祭
り
に
行
っ
て
ス

タ
ン
プ
を
集

め
る

『
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』
を

閧
催
し
ま
す
。
国
見
町
も
こ
の

事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

『
う
つ
く
し
ま
未
来
博
』
開
催

同
時
期
閥
で
あ
る
七
月
七
口
～

九
月
三
卜
日
の
閥
に
、
各
巾
町

村
で
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の

。
う
つ
く
し
ま
未
来
博
記
念

嚊
業
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
宿
泊
施
設
や
観

光
施

股
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
、

ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
に
も
応
募
で

き
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

う
つ
く
し
ま
未
来
博
協
会

い`（
5
2
1

）
9
7
2
1

下水道技術者資格試験

平成11年厩下水道排水設備工事輿任技

術者資相試験及び受験講習会を次のと

おり開催しますので、お知らせいたし

ます．

・ 試 験 日 平成11年11 月11日(木)

・試 験場所 ビッグパレットふくしま

(郡山市安積町)

・受験講習会la 月15日(金)

ウエディン グエルティ

(襴覇市野田町)外

・申込期間　 ８月11日(水)から

９月10日(金)まで

・申 込 先 国見町役場都市整備課

○問い合わせ.甲込・･ 案内魯の飼求先

都市整篝戻下水道係 ff85?

「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
助
」

は
す
べ
て
の
国
民
が
．
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人

た
ち
の
吏
生
に
つ
い
て
理
解
を

深

め
．
そ
れ
ぞ
れ
の
立
鳩
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
岡
的
な
運
動
で
す
．

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥

っ
た
少
年
も
．

い
ず
れ
は
地
域

に
戻
り
．
地
城
の

．
只
と
し
て

生
活
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．

そ
の
更

化
と
社
会
復
帰
を
図
る

た
め
に
は
、
本
人
の
強
い
意
志

と
と
も
に
、
家
庭
、
職
場
、
学

校
、
地
域
社
会
の
人
々
の
理
解

と
協
力
が
必
。甓
で
す
。

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
助
」
の
強
調
月
間
と
し
、

福
鳥
保
護
観
察
所
・
伊
達
地
区

福
阯
会
な
ど
が
中
心
に
な
り
運

動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

立
ち
直
り

見
守
る
心
と

み
ち
ぴ
く
手

８ 月の心配ごと相談

５日単 占Ⅲ　 ほ,4
佐 ･ 山 ｲ

物 田 物 “
占Ⅲ ウメ･4

・崎所 役場(  2 帰 ) 齟 室

●略間 牛9  時 一 午

人 囗と世帯

人口 ６月１日!見在
男　5.476 人（－１１）
女　5.909 人く－ ４）
計11. ３８５人（－15 ）

出生 ５人 死亡１１人
転入14 人 転出２３人

世 帯
3｡ｰ  49t!t帯(  ｰ  3  )

結
婚
お

め
で
と

う

村

上

忍
ｊ

・

青
野

幸
子

。
‘

（

第
８

）

阿

郎

博

ご

・

齊

藤

加

代

’ｒ
ｊ（

大

木

戸

）

阿

祁
正

一

。
气

佐

野

浩

子

。
‘

（

官

町

北

）

商

柵

画

夫
ｊ

・
霈

坂

美

樹
ｊ

（

鳥

収

）

誕

生

お

め

で

と

う

り

＆

ん
　
　

μ

推

荐

鈴

木

鰕

里

、
。‘

栄

一

。
气

真

由

美

。
Σ

小

林

｝

奥

山

夕

煢

。
‘

誚

降

。
气

フ

を
　
川
　（

　
巡
　
）

鈴

木

畴

。。
‘

裨

治

。
气

衄

汀

Ｊ
　

（

巾

郎

）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐

藤

イ

ト

。
‘
　

８２
　

｛

崩

城

｝

佐

久

間
サ

ク

。
‘
　

８５
　

｛

第
２

｝

寺
鳥

キ

ク
″
‘
　

７９
　

（

露
1
2
）

大
波
　

茂

。
‘
　

６８
　

（

第

９

）

遠

藤

キ
チ

ノ

。
‘
　

８３

（

光

明

寺

）

仲

野

晴

夫
ｊ
　

６９

（

泉

田

中

）

阿

部
　

功

丿
　

６３
　

（

大

坂

）

近

野

古

乃

。
‘
　

６４
　

（

第
一

）

占

田

と

し

子

。
‘
　

別
　

（
駅

的

）

野

村

と

く

い
Ｉ
　

？

源

宗

山

東

）

遠

藤

ウ

メ

ー
　

８５
　

（

第
２

）

節

江

キ

チ

ヨ

’
‘
　

７３

（
宮

町

北

）

佐

藤

心

郎
ｊ
　

？

石

心

田

表

）

斎

藤

悦
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日
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出

分

ま

で
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生涯学習

つうしん

国見町教育委員会生涯学習課
(観月台文化センター)

き(  5 ) 2670 IFAX ( 5 ) 2707

行事のお知らせ

７月

16日(金) 子育て教室(幼児の健康)

子ども移動図書館

(藤田小１年)

パソコン教室

19日( 月) 押し花教室

パソコン教室

21日(水) 少年仲間づくり歌室

(キャンプ) ～22日

パソコン教室

ソフトバレーポール教室

22日(木) 阿津賀志学母

(陶芸グループ)

23日(金) 成人学級

27日(火) 趣味のガーデニング

28日(水) 子育て教室(幼児と膿本)

ソフトバレーボール教室

29日(木) 阿津賀志学級

(陶芯グループ)

８月

６日（金） 阿津賀志学級･成人学巓･

くにみ女性教室合同学習

９日（月） 押し花教室

交
通
安
全
教
室

～
阿
津
賀
志
学
級
～

阿
津
賀
志
学
級
交
通
安
全
枚
室
は
、

六
月
一
↓日
百
五
ｔ
名
が
参
加
し
て
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
阿
津
貴
志
学
級
委
員
長

安
藤
政
治
さ
ん
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
そ
し
て
、
甜
師
の
桑
折
警

察
軒
交
通
課
艮
（
県
警
警
部
）
石
田

修
さ
ん
か
ら
一
時
間
に
わ
た
り
。「
高

齢
者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
特
に
。
五
月
二
十
六
日
に
発

生
し
た
町
内
国
道
四
９

線
で
の
痛
ま

し
い
嘔
故
を
省
み
な
が
ら
、
高
齢
者

の
交
通
安
全
・
嘔
故
防
止
と
い
う
点

を
中
心
に
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
桑
折
署
竹
内
で
の
高
齢
者

の
交
通
事
故
の
現
況
。
最
近
の
高
齢

者
の
交
通
嘔
故
多
発
の
実
情
を
具
体

的
に
お
話
さ
れ
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
な

ビ
デ
オ
「
水
戸
黄
門
の
交
辿
安
全
」

を
観
賞
し
て
交
通
ル

ー
ル
の
皿
嬰
性

と
遵
守
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
す

る
と
と
も
に
、
夜
間
外
出
時
の
事
故

防
止
に
つ
い
て
は
、
略
色
系
の
服
装

を
止
め
、
で
き
る
だ
け
明
色
系
の
服

装
が
良
い
と
、
夜
間
で
も
明
瞭
な
反

射
材
の
タ
ス
キ

ー
マ
ー
ク
を
身
体
に

付
け
る
と
良
い
こ
と
等
々
、
い
っ
そ

う
関
心
を
高
め
、
大
変
有
意
義
な
交

通
安
全
教
室
で
し
た
。

最
後
に
、
交
通
安
全
・
事
故
絶
滅

を
誓
い
合

い
な
が
ら
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

お
願
い
。
ど
う
ぞ
、
家
族
そ
ろ
っ

て

一
し
あ
わ
せ
な
生
活
｝
の
た
め
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
も
挙
っ
て
交
通
安
全

に
心
が
け
ま
し
よ
う
！

税
に
つ

い
て
学

ぶ

～
く
に
み
女
性
教
室
～

く
に

み
女
性

教
室

の
第

四
回

学
習

会

は
六
月

二

十
三
日

に
、

福
島

税
務

署

税
務

広
報

官
の

坂
本
吉

次
郎

さ
ん

と

。
県

北
地
方

振

興
局

県
税
部

管
理

課

長
の

佐
藤

篤
信

さ
ん
を

講
師

に
迎

え

、
机

税
教
室

を

行
い
ま
し

た

。

『
奥
様

と
税

金
の

特
典

』
と
題

し
て

、

パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
と
き
、
財
産
を

も
ら
っ
た
と
き
、
財
産
を
相
続
し
た

と
き
、
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
と
き

な
ど
、
女
性
が
知
っ
て
得
す
る
税
の

情
報
を
中
心
に
学
習
し
ま
し
た
。
税

金
と
い
う
と
難
し
い
、
わ
か
り
に
く

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た

が
。
今
回
の
お
話
し
は
。
と
て
も
身

近
な
内
容
で
、
参
加
し
た
叡
室
生
は
、

税
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。



受講生募集

陶 芸教 室
◇襴●日／・月鶚日．９月２日.16 日．釦日

(木曜日 ４圜)

〈〉略 豪／１ 月白文化センター 匍芸宣

○伺 閠／午圃９畤即分～¶1畤即分

○内 容／手ぴねり．タタう価り. 論 付 け ､  物 拠 付 等

晶斟fs

〈〉刔 ●／圃見町に暑性．又ｕ町内の矚魯に幽魯する男

◇  爨 /  き

○講 耨／麋和町在住陶嘉章 優久輯一気生

○材料費／¶ｓ如円

○申込み／・月６日吻まで．生灑事皿ｌ へａ

申込ください．

電話での申込みも譽11付けｓす．

パソコン教室受講生募集
(エクセル)

台髑鱚日／１月 日 . 1 第日. 20 日 . 白.25 日

〈〉ｔ 飃／11名g 定月にひlj次飄艚め切･j3

〈〉場 所／観月龠文化センター

《》磚 閠／午後μ･ ～８畤

ＯＩ 鯔/ 中 を 先ｌｌ か

■ 料 / 》O円

( テ今ヌ１．フロフピーディスク咒含む)

ｏ申込み／生・学讐価へお申込( ださい．

玉

木

。
大

鴫

原

ご

バ

ウ

ン

ド

テ
ニ

全

国

大

会

出
場

Ｊｆ

五
月
十
六
口
に
須
賀
川
市
の
須
賀

川
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回

福
島
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
に
出
場
し
た
玉
木
好
子
さ
ん
が
シ

ン
グ
ル
ス
戦
シ
ニ
ア
の
部
で
見
嘔
優

勝
、
鴫
原
ア
キ
イ
さ
ん
は
シ
ン
グ
ル

ス
戦
ミ
ド
ル
の
部
で
準
優
勝
い
た
し

ま
し
た
。
二
人
は
東
京
で
開
催
さ
れ

る
第
十
七
回
全
日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出

場
い
た
し
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
っ
い

理
解
を
深
め
る
　

Ｅ
Ｅ

公
民
館
の
「
趣
味
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
教
室
」
は
。
六
月
十
五
日
か
ら
七

月
二
1‐
七
日
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

十
三
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

花
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
新
井
博
先

生
を
講
師
に
、
一
回
囗
は
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
楽
し
み
方
、
二
回
、
三
回

目
は
今
人
気
の
（

Ｉ
プ
の
楽
し
み
方
、

そ
の
（

Ｉ
プ
を
使
っ
た
（

Ｉ
ブ
ガ
ー

デ
ン
の
作
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
。
四
同
凵
と
し
て
、

嗔
木
と
花
木
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
学

ぷ
予
定
で
す
。
参
加
し
た
受
講
生
は
。

（

Ｉ
ブ
テ
ィ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
ま
す
。

町民プール◆揚躙 ・●間のみ･･･8月31日まで

・曁 一夜矚,･･ ●月22日まで

●吋問 ・ｉｌ髓･･-９：匐－11: ｓ

・諷２髓･･･13:~  15:00

・躙３圓･･･15:30--17:ｓ

・篌４圖･--la:3c－20: 匐

日 月¶0日～８月22日のみ）

◆料金

区 分 瞽 夜 利用心間

大　 人 1 25心円

Ｓ人
１屁

２時間
堋内

罵 奴 生 1叫円 15a円

小中学生 Ｓ円 50円

未皿学兜 饑　 利

● よ囂

･φ 孛含以Ｔ ｕ・ ●●彎 憚で・ ．

ただ し.･i ￥ ・ 犀 唾心 よ「

2s●μｉ ａ・ 力の る  直

第 ･  す .

・ φ中・ ｔｌ 魯興 軻 飃 羣贔 禰墺

ｕ ●屬 ● 鵬俾ｆ↑ ．

ご゙ 刊 用

く だ さ い ，

初夏を満喫 南蔵王町民登山

６月６日 ，自然に触れ合いな がら体力の向上を図ろうと穹民登山

が行われまし た．

今年は ．閘蔵王登山【帛蔵王躍横コース】で行われ参加者33名は

観月台文化センターを６聘30 分に出発し ．登山口の刈田岳に８聘到

巷．早速残曾を踏み締めながら山頂の不忘山(  1 5 を目指し ．

元気に登山を始め まし た．途中．イワカガミやコメツツジの花を見

つけたり，１ ぱらしい自然に勇気づけられたりしながら約311 間半

をかけて全員が頂上に立ちました．

初夏の強い日差しの下．頂上では大パノラマを満喫すること がで

き．参加者は満足した様子で帰途につきました．



体
育
協
会
功
労
者
表
彰
受
賞

岡見町体育協会神沖武志会艮と松浦和f･剛会

長が．伊達地方体青協会功労者表彰を受け．５

月25 日保瞭町で表彰式が行われました，神津

会長と松滴副会長はともにｆ 成３年から現在ま

で８年間にわたり伊達地方体育脇会の理事とし

て運営並びに事業の遂行のために貢献したこと

により受賞されました．

お
い
し
い
桃
を
Ｐ
Ｒ

国見物産のおいしい幌やふくしまの果物をＰＲ

する、99 ミスピーチが国兄町を訪れました．

このll 來庁したのはミスビー･チ10 名のうち藤

田さおりさん外３名。l みなさんの代表として．

国見の桃をはじめおいしい福島を全岡に紹介し

てまいります.卜 これから全国各地でＰＲ括動

を展剛します.

退
任
選
管
委
員
へ
感
謝
状

今年･1月に町選挙管理委員会委輿を退任なさっ

た．斎藤太助さんと佐藤取占さんに．高永町長

より長年の労苦に対し感謝状が贈s1されました．

斎藤さんはj1年間委貫長を務められ．佐藤さん

は８年間にわたり委員として活躍いただきまし

た。r 璽宸を大過なく務められたのも．皆さん

のおかげ、ありがとうござい まし た。。と

斎藤前委八長．

子
供
た
ち
を
魅
了
！
少
年
劇
場

閥見町と県文化センターが｡E催する少年劇場「チ

ョコレート戦争」が６月12 凵観月台文化セン

ターで公演されました。会場に詰め掛けた小申

学生たちは、ステージで躁り広げられる迫力あ

る剛に腹倒され、食い入るように兇つめていま

した。

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

こ
わ
い
場
所

森
江
野
小

千
葉
桜
子

こ
わ
い
蝿
所
と
い
え
ば

学
校
が

’
番
こ
わ
い

一
番
き
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
る

嚶
科
！
や
ト
イ
レ

音
葵
室
。
倖
灣
篤
が

と
く
に
さ
ら
わ
れ
る

ソ

ク

ソ

ク

ソ

ク

こ

わ

い

話

を

簡

く

と

せ

な

か

が

寒

く

な

る

ひ

や

あ

せ

だ

ら

り

．
た

ら

り

ま
る

で

血

の

よ
う

に

た

れ

る

ひ

や

あ
せ

歯

が

ガ

チ

ガ
チ

ふ

る
え

て

る

こ

わ

い

場
所

に

一

人

で

行

く
と

ブ

ル

ブ

ル

ブ
ル

で

も

。

わ

た

し

は

一

人

で

も
平

気

こ

わ

い

場
所

に

い
く

と

心

細

い

で

も

平

気

こ

わ

い

場
所

「児鴦生徙又輿くにみ 簗31 号」から

編集･発行／国見町総務課

〒969－1792

福島県伊達郡国見町

大字藤田字一丁田二２の１

a 024  ｰ 585 ｰ 2111

FAX 024  ｰ 585-2181
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